
形成外科 TOPICS
愛知県がんセンター 形成外科

1. リンパ浮腫治療

2. アピアランス問題への取り組み

形成外科では腫瘍切除後の再建手術を行っています。主となる診療科と
十分な連携を図り、患者さんの生活の質（QOL）の維持・向上を目指し
ています。

当院で担当してる分野は頭頸部、乳房、整形外科、消化器外科などの手
術に伴う再建手術やリンパ浮腫治療などです。また治療後や疾患による
傷跡や変形など、アピアランスに関する問題も取り扱っております。
今回はリンパ浮腫治療とアピアランスケアについて説明いたします。



1.リンパ浮腫治療



• リンパ浮腫とは、皮膚や皮下脂肪のすきまにリンパ液が溜
まって起こるむくみのことです。

• リンパ節が切除されたり、リンパ管が傷ついたりすることに
よって、今までそれらの中を流れていたリンパ液が流れるこ
とができなくなり生じます。

• がんの治療で行われる手術では、リンパ節へのがんの転移を
防ぐためにリンパ節の切除などを行います。そのため、リン
パ浮腫が発生しやすい状態になります。

• 手術に加えて行う放射線治療や化学療法でも、リンパ浮腫が
発生しやすくなると言われています。

リンパ浮腫とは？

引用:日本形成外科学会ホームページ



リンパシンチグラフィ

引用:秋田新介.リンパ学.2016

• リンパ浮腫の診断に最も有用で,国際リンパ学会でも
推奨される診断法です。日本でも2018年9月より保
険適用となりました。

• 足や手の指のつけ根に微量の放射線を出す薬剤を注
射します。放射線の量は微量ですので、健康に害は
ほとんどありません。 

• 薬剤がリンパ管に取り込まれ、流れていく様子をみ
ることで、リンパ液の流れをみることができます。

• これによりリンパ管の働きや、むくみの度合いを知
ることができます。 

• 確定診断を得る目的のほかにリンパ浮腫に対する手
術前後の評価にも用いられています。



リンパ浮腫の治療

 治療の第一選択は、保存的治療です。具体的
には、リンパドレナージ、弾性着衣の装着、
スキンケアなどの複合的理学療法に日常生活
指導を加えた複合的治療を行います。

 保存的治療に抵抗性の場合、外科治療を行っ
ています。

 当院で行っている外科的治療の一つに

リンパ管静脈吻合術があります。

複合的理学療法 (lunamedical inc.)



リンパ管静脈吻合術とは？

• リンパ管静脈吻合術では、溜まったリンパ液を下肢や
上肢のところで静脈に流すためのバイパスを作ります

• 局所麻酔でも手術可能です。
• 足や手に5cm程の皮膚切開を入れて、脂肪組織内のリン
パ管と静脈を探して縫い合わせます。

• リンパ管は非常に細く0.5mmくらいです。

引用:日本形成外科学会ホームペー
ジ
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当院で行なっているリンパ管静脈吻合の成績です。
サイズが改善する方は3~4割程度ですが、自覚症状が改善する方は
8割以上という結果でした。



2. アピアランス問題への取り組み



アピアランス問題とは？

• アピアランス問題とは、疾患による外見の変化で、
疾患自身による変化や治療による変化があります。

• 日常・社会生活へ影響を及ぼし、患者さんの生活の質
（QOL）に関わるため近年注目されつつあります。

• がん治療でのアピアランス問題：
がん治療においても、疾患による、または手術に伴う
形態の変化、リンパ浮腫、化学放射線治療による脱毛・
皮膚炎など、さまざまな状況でアピアランス問題が
おこりえます。



なぜ今アピアランス問題を取り上げるのか？

昔の医療では病気の治療に重点を置いており、病気が治るの
なら他のことは犠牲にしても許されるという考え方でした。
しかし、現在は治療を受けられる患者さんの自由意志や選択
を尊重することが浸透しており、治療中、治療後の生活の質
（Quality of Life）にもしっかり目を向けていくことが重要で
あるという認識が広がってきております。

このような背景からアピアランス問題が重要視されるように
なってきています。治療後に日常生活や、社会生活への復帰
がスムーズにできるように、また治療にも前向きに臨めるよ
うに、医療者も積極的に関わることが必要です。



国内の状況を見てみますと、厚生労働省 の第3期がん対
策推進基本計画でクロースアップされ、第4期がん対策
推進基本計画では「がんとの共生」における目標の一つ
として「アピアランスケア」が取り上げられています。
（右図：厚生労働省HPより）

アピアランス問題 国内の状況

国立がん研究センター中央病院など、アピアランスケア
センターを立ち上げ、積極的に取り組む施設も増えてき
ています。（左図：国立がん研究センター中央病院HPより）

当院でもアピアランスケア委員会が発足しました！
各種相談に対応しておりますので、何かお悩みがある方は担当医や
看護師までご相談ください。



さまざまなアピアランス問題とそれに対するアプローチ

アピアランス問題 アプローチ

皮膚炎 肌のケア

爪の変形 爪のケア

脱毛 帽子、ウィッグ、頭皮冷却など

顔面の変形 修正手術、エピテーゼなど

傷跡 テーピング、メイクなど

乳房の欠損 乳房再建、人工乳房

手足の欠損 義肢

これ以外でも、外見のことでお困りのことがあればいつでもご相談ください！
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